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イクロパターニングに向けた検討, 平成26年度 応
用物理学会北陸・信越支部学術講演会（富山大）

藤波淳，丹羽貴大，上野敏幸，川江健，森本章治
Au/Pb（Zr0.52Ti0.48）O3/SrRuO3/Nb:SrTiO3/Gal-
fenol積層構造の作製及び電気磁気効果の検証, 平成
26年度 応用物理学会北陸・信越支部学術講演会（富
山大）

小林拓平，広瀬宗一郎，新家義裕，川江健，森本章治
大気中からの吸着物がMoS2チャネルへ与える影
響,平成26年度 応用物理学会北陸・信越支部学術講
演会（富山大）

川畑創，川江健，森本章治
（Bi,Pr）（Fe,Mn）O3強誘電体薄膜の分極誘起光起電
力効果に関する研究, 平成26年度 応用物理学会北
陸・信越支部学術講演会（富山大）

広瀬宗一郎，小林拓平，川江 健，森本章治
MoS2を用いたフォトトランジスタ構造の作製と評
価,第75回 応用物理学会学術講演会（北大）

中西一浩，丹羽貴大，川江 健，森本章治
CSD堆積した（Bi,Pr）（Fe,Mn）O3薄膜に対する水
リフトオフパターニング, 第75回 応用物理学会学
術講演会（北大）

丹羽貴大，東浦俊太，今澤優子，石島達夫，川江 健，

森本章治
高効率水リフトオフプロセスに向けたアモルファス
CaOの潮解現象に関する検証, 第75回 応用物理学
会学術講演会（北大）

中西一浩，南山拓真，宮田大輔，辻裕司，小倉政彦，
山崎聡，徳田規夫，猪熊孝夫，森本章治，川江 健

ポストウェットアニール処理を用いたダイヤモンド
MESFETの作製, 第75回 応用物理学会学術講演会

（北大）
今澤優子，丹羽貴大，中西一浩，石島達夫，川江 健，
田中康規，上杉喜彦

低周波大気圧非熱平衡プラズマジェット照射による
液中OHラジカル生成レートの流量依存性, 平成26
年 電気学会A部門大会（同志社大）

野村圭介，近藤裕樹，川江 健，森本章治
BPFM薄膜の高温特性に対する酸化物電極の影響, 
2014年 日本セラミックス協会第27回秋季シンポジ
ウム（鹿児島大）

丹羽貴大，川江 健，熊谷慎也，佐々木実，森本章治
低環境負荷プロセスを用いたPb（Zr,Ti）O3薄膜の
サブミクロン加工に関する検討, 2014年 日本セラ
ミックス協会第27回秋季シンポジウム（鹿児島大）

新家義裕，広瀬宗一郎，小林拓平，川江 健，
森本章治

バックゲート型MoS2電界効果トランジスタに対す
る光応答の検証, 第2回 有機・無機エレクトロニク
スシンポジウム（信州大）

神代翔太，古市浩幹，矢木太郎，川江 健，飯山宏一，
長尾雅則，森本章治

強誘電体ゲートを用いた高濃度B添加ダイヤモンド
のキャリア変調の検証, 第2回 有機・無機エレクト
ロニクスシンポジウム（信州大）

東浦俊太，丹羽貴大，今澤優子，石島達夫，川江 健，
森本章治

高効率水リフトオフプロセスに向けたアモルファス
CaOの潮解現象に関する検証, 第2回 有機・無機エ
レクトロニクスシンポジウム（信州大）

野村圭介，野村幸寛，近藤裕樹，川江 健，森本章治
（Bi,Pr）（Fe,Mn）O3薄膜の分極反転に対する活性化
エネルギー , 第31回 強誘電体応用会議（コープイ
ン京都）

丹羽貴大，中西一浩，川江 健，森本章治，熊谷慎也，
佐々木実

a-CaOの潮解性を利用したPb（Zr,Ti）O3薄膜のサ
ブミクロン加工, 第31回 強誘電体応用会議（コー
プイン京都）

尾崎槙哉，川江 健，森本章治
Al/Al2O3/Al-rich Al-O/SiO2/p-Si型フラッシュメ
モリの高温保持特性評価, 第61回 応用物理学会学
春季術講演会（青山学院大）

丹羽貴大，中西一浩，熊谷慎也，川江 健，佐々木実，
森本章治

水リフトオフ法によるPb（Zr,Ti）O3薄膜のサブミ
クロンパターニング, 第61回 応用物理学会学春季
術講演会（青山学院大）

川江 健
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2元素同時置換によるBiFeO3薄膜の特性変化 （招
待講演）, 2014年 Bi系マルチフェロイクス研究会

（東北大）
木下昴洋，川江 健，永沼 博，前北和晃，永田俊郎，
飯山宏一，森本章治

AlN基板上に堆積したBiFeO3薄膜の特性評価, 
2014年 Bi系マルチフェロイクス研究会（東北大）

野村幸寛，野村圭介，木下昴洋，川江 健，森本章治
Al/Al2O3/Al-rich Al-O/SiO2/p-Si型フラッシュメ
モリの高温保持特性評価, 平成25年度 応用物理学
会北陸・信越支部学術講演会（金沢工大）

広瀬宗一郎，小林拓平，川江 健，内田 寛，森本章治
ナノシート材料を用いたMoS2-FET構造の作製, 
平成25年度 応用物理学会北陸・信越支部学術講演
会（金沢工大）

山岸謙太，山崎修平，横田雄介，川江 健，森本章治
パルス測定を用いたNd添加BiFeO3強誘電体薄膜
のReRAM特性評価, 平成25年度 応用物理学会北
陸・信越支部学術講演会（金沢工大）

木下昴洋，川江 健，永沼 博，前北和晃，永田俊郎，
飯山宏一，森本章治

単結晶AlN基板上に堆積したBiFeO3薄膜の特性評
価,平成25年度 応用物理学会北陸・信越支部学術講
演会（金沢工大）

野村幸寛，野村圭介，木下昴洋，川江 健，森本章治
（Bi,Pr）（Fe,Mn）O3薄 膜 の 高 温 特 性 に 対 す るSr-
RuO3バッファ層の影響, 平成25年度 応用物理学会
北陸・信越支部学術講演会（金沢工大）

中西一浩，丹羽貴大，川江 健，森本章治
a-CaOマスクを用いたダイヤモンド薄膜選択成長
の検討, 平成25年度 応用物理学会北陸・信越支部
学術講演会（金沢工大）

森本章治，山崎修平，山岸謙太，川江　健，
強誘電体薄膜における電気分極を利用した光起電力
効果とその応用（招待講演），平成25年度日本表面
科学会中部支部研究会（金沢）

野村圭介，野村幸寛，近藤勇樹，川江 健，森本章治
（Bi, Pr）（Fe,Mn）O3薄膜の高温保持特性の評価, 第
74回 応用物理学会学術講演会（同志社大学）

川江 健，野村圭介，野村幸寛，森本章治
元素置換BiFeO3薄膜の高温における分極保持能力
の検証 （依頼講演）, 2013年 日本セラミックス協会
第26回秋季シンポジウム（信州大）

丹羽貴大，中西一浩，今澤優子，石島達夫，川江 健，
森本章治

水リフトオフ法による酸化物微細加工の効率化に向
けた検討, 2013年 日本セラミックス協会第26回秋
季シンポジウム（信州大）

野村幸寛，野村圭介，木下昴洋，川江 健，森本章治
（Bi,Pr）（Fe,Mn）O3極薄膜の高温保持特性における
分極疲労の影響, 第30回 強誘電体応用会議（コー
プイン京都）

塚田祥賀，川江 健，森本章治
ミスカット基板上に作製した（Bi,Pr）（Fe,Mn）O3極
薄膜の表面モフォロジと電気特性の評価, 第60回 
応用物理学関係連合講演会（神奈川工科大学）

木下昴洋，川崎寛樹，野村幸寛，野村圭介，立居卓志，
川江 健，森本章治

BiFeO3/B添加ダイヤモンド積層構造における欠陥
準位評価, 第60回 応用物理学関係連合講演会（神
奈川工科大学）

山崎修平，川江 健，森本章治
Nd置換BiFeO3強誘電体薄膜における光起電力特
性,第60回 応用物理学関係連合講演会（神奈川工科
大学）

山岸謙太，久々湊聡，川江 健，森本章治
α-Fe2O3薄膜の光起電力特性とそのドーピング効
果, 第60回 応用物理学関係連合講演会（神奈川工
科大学）

丹羽貴大，西村友希，川江 健，森本章治
水リフトオフプロセスを用いた酸化物キャパシタ構
造の作製, 2013年 日本セラミックス協会年会（東
京工業大学）

野村圭介，野村幸寛，立居卓志，川江 健，森本章治
（Bi,Pr）（Fe,Mn）O3薄膜の高温保持特性評価, 2013
年 日本セラミックス協会年会（東京工業大学）

久々湊聡，山岸謙太，川江 健，森本章治
Ru電極を用いたa-Fe2O3薄膜の作製と光起電力効
果,平成24年度 応用物理学会北陸・信越支部学術講
演会（富山市）

塚田祥賀，川江 健，森本章治
ミスカットNb:SrTiO3基板上に作製したBiFeO3極
薄膜の表面モフォロジ評価, 平成24年度 応用物理
学会北陸・信越支部学術講演会（富山市）

丹羽貴大，西村友希，川江 健，森本章治
Ca（OH）2の潮解性を用いたPZTキャパシタ構造の
形成,平成24年度 応用物理学会北陸・信越支部学術
講演会（富山市）

西村友希，丹羽貴大，川江 健，森本章治
水リフトオフプロセスによるマトリクス型酸化物
キャパシタの作製, 平成24年度 応用物理学会北陸・
信越支部学術講演会（富山市）

広瀬宗一郎，瀬戸祐一郎，川江 健，森本章治
Au/（Bi,Pr）（Fe,Mn）O3/TiO2/p-Si構造におけるメ
モリ特性評価, 平成24年度 応用物理学会北陸・信
越支部学術講演会（富山市）

野村圭介，立居卓志，野村幸寛，川江 健，森本章治
エピタキシャル（Bi,Pr）（Fe,Mn）O3薄膜の欠陥準位
評価,平成24年度 応用物理学会北陸・信越支部学術
講演会（富山市）

尾崎慎哉，川江 健，森本章治
MOS型電荷蓄積メモリ素子におけるデバイス特性
評価の検証, 平成24年度 応用物理学会北陸・信越
支部学術講演会（富山市）

野村幸寛，立居卓志，瀬戸祐一郎，川江 健，
森本章治
（Bi,Pr）（Fe,Mn）O3薄膜におけるエレクトリックモ
ジュラスの評価, 2012年 日本セラミックス協会第
25回秋季シンポジウム（名古屋大学）

立居卓志，野村幸寛，野村圭介，川江 健，森本章治
（Bi,Pr）（Fe,Mn）O3薄膜における誘電損失の活性化
エネルギー評価, 第73回 応用物理学会学術講演会
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（愛媛大学）
瀬戸祐一郎，野村幸寛，広瀬宗一郎，川江 健，
森本章治

金属/（Bi,Pr）（Fe,Mn）O3/SiO2/p-Si構造の電気特
性に対する上部電極の影響, 第73回 応用物理学会
学術講演会（愛媛大学）

野村幸寛，塚田祥賀，川江 健，森本章治
（Bi,Pr）（Fe,Mn）O3薄膜における分極飽和特性の面
方位依存性, 第73回 応用物理学会学術講演会（愛
媛大学）

川崎寛樹，木下昴洋，野村幸寛，川江 健，中嶋宇史，
徳田規夫，高野義彦，岡村総一郎，森本章治

BiFeO3/SrTiO3/B添加ダイヤモンド積層構造の疲
労特性評価, 第73回 応用物理学会学術講演会（愛
媛大学）

森本章治
強誘電性分極を用いた光起電力効果−レーザアブ
レーション法によるNd置換BiFeO3強誘電体薄膜
の作製（招待講演），電気学会　サステナブル・先
端応用へ向けたレーザプロセシング技術調査専門委
員会　2012年（東京）

鵜飼洋平，山崎修平，川江 健，森本章治
Nd置換BiFeO3強誘電体薄膜における分極誘起光
起電力効果, 第29回強誘電体応用会議（コープイン
京都）

川江 健，川崎寛樹，中嶋宇史，徳田規夫，岡村総一郎，
森本章治，高野義彦

化学溶液法による多結晶ダイヤモンド上への
（Bi,Pr）（Fe,Mn）O3薄膜の作製と評価, 第29回強誘
電体応用会議（コープイン京都）

劉 辰，川江 健，近藤 学，中嶋宇史，永沼博，
岡村総一郎，森本章治
（Bi,Pr）（Fe,Mn）O3/SrRuO3-Pt/CoFe2O4積層構造
の作製とME効果に関する検証, 2012年 日本セラ
ミックス協会年会（京都大学）

尾崎槙哉，加藤崇史，中田俊司，川江 健，森本章治
Al/Al2O3/Al-rich Al-O/SiO2/p-Si構造におけるメ
モリ特性のアニールによる改善（I）, 第59回 応用物
理学関係連合講演会（早稲田大学）

尾崎槙哉，加藤崇史，中田俊司，川江 健，森本章治
Al/Al2O3/Al-rich Al-O/SiO2/p-Si構造におけるメ
モリ特性のアニールによる改善（II）, 第59回 応用
物理学関係連合講演会（早稲田大学）

山崎修平，鵜飼洋平，川江 健，森本章治
Nd置換BiFeO3強誘電体薄膜における分極誘起光
起電力効果, 第59回 応用物理学関係連合講演会（早
稲田大学）

川崎寛樹，川江 健，中嶋宇史，徳田規夫，高野義彦，
岡村総一郎，森本章治

多結晶ダイヤモンド基板上へのBiFeO3薄膜の作製
と高温特性評価, 第59回 応用物理学関係連合講演
会（早稲田大学）

川江 健
BiFeO3/ダイヤモンド積層構造の形成と高温特性
評価,科研費・特定領域研究「配列ナノ空間を利用
した新物質科学」第9回領域会議（物質・材料研究

機構）
徳田規夫，山崎聡，猪熊孝夫

原子的に制御されたダイヤモンド表面の創出, 精密
工学会誌 Vol. 80, No. 5, （2014） 433-438.

徳田規夫，牧野俊晴，山崎聡，猪熊孝夫
プラズマCVD法によるステップフリーダイヤモン
ド（111）表面の形成, 日本結晶成長学会誌 Vol. 39, 
No. 4 （2012） 185-189.

N. Tokuda, D. Miyata, A. Ueda, T. Chonan, 
T. Minamiyama, T. Inokuma, M. Imura, Y. Koide, 
M. Ogura, T. Makino, D. Takeuchi, S. Yamasaki 

Atomically controlled diamond surfaces and inter-
faces,  2014 International Conference on Diamond 
and Carbon Materials, Madrid, Spain, 2014. 9 （In-
vited talk）

T. Minamiyama, N. Tokuda, M. Ogura, S. Yamasaki 
and T. Inokuma 

Electrical characteristics of boron delta-doped dia-
mond （111） structures,  12th International Confer-
ence on Atomically Controlled Surfaces, Interfaces 
and Nanostructures, Tsukuba, Japan, 2013. 11

T. Chonan, N. Tokuda, M. Ogura, S. Yamasaki and 
T. Inokuma 

Hydrogen termination of diamond surfaces,  12th 
International Conference on Atomically Controlled 
Surfaces, Interfaces and Nanostructures, Tsukuba, 
Japan, 2013. 11

N. Tokuda, S. Yamasaki, T. Inokuma 
Atomically controlled diamond: homoepitaxy, dop-
ing, and surface structures,  2013 International 
Conference on Solid State Devices and Materials, 
Fukuoka, Japan, 2013. 9 （Invited talk）

Samar Moustafa, Norio Tokuda, and Takao Inokuma 
Density Functional Studies of Surface Potentials 
for Hydrogen and Oxygen Atoms on Diamond 

（111） Surfaces,  2013 International Symposium on 
Organic and Inorganic Electronic Materials and 
Related Nanotechnologies, Kanazawa, Japan, 2013. 
6

Tatsuma Chonan, Norio Tokuda, Masahiko Ogura, 
Satoshi Yamasaki, and Takao Inokuma 

Hydrogen-terminated Diamond （111） Surface by 
Hydrogen Annealing,  2013 International Sympo-
sium on Organic and Inorganic Electronic Materi-
als and Related Nanotechnologies, Kanazawa, Ja-
pan, 2013. 6

Takuma Minamiyama, Norio Tokuda, Masahiko 
Ogura, Satoshi Yamasaki, and Takao Inokuma 

Boron Delta-doped Diamond Structures,  2013 In-
ternational Symposium on Organic and Inorganic 
Electronic Materials and Related Nanotechnologies, 
Kanazawa, Japan, 2013. 6

T. Matsumoto, K. Shirota, N. Tokuda, H. Kato, 
M. Ogura, D. Takeuchi, T. Makino, H. Okushi, 
S. Yamasaki 

Improvement of junction property for metal/n-
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type diamond （111） layer using graphene forma-
tion, 2013 International Hasselt Diamond Work-
shop, Hasselt, Belgium, 2013. 2

T. Makino, H. Kato, N. Tokuda, D. Takeuchi, 
M. Ogura, S. Kanno, K. Yoshino, S. Koizumi, 
H. Okushi, S. Yamasaki 

Diamond pin junction LEDs, 2013 International 
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ルドプログラマブルデバイスのLSI実装，電子情報
通信学会技術研究報告, VLD2014-108, pp. 239-234 

（2014.11）. 
平森将裕，大加茂祐輔，岩出秀平，牧野博之，吉村勉，
松田吉雄

動きベクトル探索の高速化手法の改善（その1）〜
比較画素単位での評価ビットシフ法，電気関係学会
関西支部連合大会, 講演論文集, G9-1 （2014.11）.

大加茂祐輔，平森将裕，岩出秀平，牧野博之，吉村勉，
松田吉雄

動きベクトル探索の高速化手法に関する一検討，
電気関係学会関西支部連合大会, 講演論文集, P-7 

（2014.11）.
山下剛史，大柿護，加藤真理奈，今村幸祐，松田吉雄，
真田茂

NL-meansを用いた医療画像ノイズ除去における
微小石灰化減弱の改善に関する検討，電子情報通
信学会技術研究報告, IE2014- IE2014-57, pp. 45-50 

（2014.11）.
伊藤薫，今村幸祐，松田吉雄

ヒストグラムに基づく画素値分類を利用したスパー
ス表現による医療画像のノイズ除去，電気関係学会
北陸支部連合大会, 講演論文集,F-68 （2014.9）.

石井智也，今村幸祐，松田吉雄，牧野博之，吉村勉，
岩出秀平

書き込み／読み出しマージンを同時に拡大する低電
圧対応8T SRAM，電気関係学会北陸支部連合大会, 
講演論文集,D-12 （2014.9）.

大柿護，今村幸祐，真田茂，田中理恵，加藤真理奈，
松田吉雄，斉藤慎治

NPSお よ びMTF計 測 用ImageJマ ク ロ の 開 発，
日本放射線技術学会総会学術大会,講演番号441 

（2014.4）.
加藤真理奈，真田茂，田中理恵，峰広香織，松田吉雄，
青木玲央

乳房X線画像におけるNLM法を用いたノイズ低減
処理の有用性の検討，日本放射線技術学会総会学術
大会, 講演番号348 （2014.4）.

中田俊司，牧野博之，松田吉雄
キルヒホッフ電流則を用いたCR 移相型発振回路
の解析，電子情報通信学会総合大会，講演論文集, 
C-12-1 （2014.3）.

松本拓也，大東士朗，牧野博之，吉村勉，岩出秀平，
松田吉雄

トランジスタの閾値電圧検知手法の提案，電気
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関係学会関西支部連合大会, 講演論文集, G9-6 
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岩崎祥吾，大加茂祐輔，岩出秀平，牧野博之，吉村勉，
松田吉雄
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松田吉雄
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マブルデバイス，電子情報通信学会技術研究報告, 
VLD2013-46, pp. 1-6 （2013.10）.

大蔵忠丸，深山正幸，松田吉雄
勾配モーメント特徴とSVMによる車両画像分類，
電気関係学会北陸支部連合大会, 講演論文集, F2-6 
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細川淳平，中田俊司，牧野博之，吉村勉，岩出秀平，
深山正幸，松田吉雄

エネルギー散逸のないステップ電圧生成回路を用い
たキャパシタの高効率充電，電気関係学会北陸支部
連合大会, 講演論文集,　D-5 （2013.9）.

三浦直樹，本田良太，重松智志，田中伸幸，八田彩希，
中西衛，松田吉雄，浦野正美

不一致検出回路を用いた通信用検索エンジンの低消
費電力化手法，電子情報通信学会ソサイエティ大
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深山正幸
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森田峻介，深山正幸，松田吉雄
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ICD2013-68, pp. 111-116 （2013.8）. 

新居浩二，薮内誠，藤原英弘，塚本康正，石井雄一郎，
松村哲哉，松田吉雄

低コスト・マルチVt非対称Halo MOSによるVmin
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SRAM，電子情報通信学会技術研究報告, ICD2013-
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清水真司，吉村勉，岩出秀平，牧野博之，松田吉雄
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ICD2012-100, pp. 45-48 （2012.12）.

水野順貴，吉村勉，岩出秀平，牧野博之，松田吉雄
閉ループ制御を用いたISF感度解析の新しい手法の
提案，電子情報通信学会技術研究報告, ICD2012-
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岸田京平，牧野博之，吉村勉，岩出秀平，松田吉雄
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拡大の検討，電気関係学会関西支部連合大会, 講演
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中田俊司，本田良太，牧野博之，深山正幸，松田吉雄
断熱充電回路を用いた高効率エネルギー蓄電技術の
開発，電子情報通信学会ソサイエティ大会，講演論
文集, C-12-29 （2012.9）.

折戸昭良，深山正幸，松田吉雄
ヘルマート動きモデル推定と二次元多関節モデルを
用いた人体部位追跡，電気関係学会北陸支部連合大
会, 講演論文集, F-66 （2012.9）.

岡田尚也，牧野博之，中田俊司，吉村勉，岩出秀平，
深山正幸，松田吉雄

WL電圧シフトによるSRAM書込みマージンの加速
評価法，電気関係学会北陸支部連合大会, 講演論文
集, D-4 （2012.9）.

中田俊司，本田良太，牧野博之，森村浩季，深山正幸，
松田吉雄

デューティ比制御を用いた断熱充電による高効率蓄
電回路の考察，電子情報通信学会総合大会，講演論
文集, C-12-45 （2012.3）.

堀田英輔
LRLSフィルタにおける時変正則化係数更新の低演
算量アルゴリズム，電子情報通信学会技術研究報
告，SIP2014-69, pp.259-263 （2014-07）．

Tushar Paul and Eisuke Horita
A comparison of leaky RLS and its approximation 
algorithm for an ANC system, IEICE Technical 
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張亦弛，堀田英輔
A computationally efficient LRLS algorithm for an 
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Tushar Paul and Eisuke Horita
A comparison of LRLS and FLAF algorithms for 
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福間剛士
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長谷部徳子，伊藤健太郎，福間剛士，大石新之介，
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T.Fujino, T.Takematsu, Y.Yatabe, Y.Tanaka, 
K.Tomita, K.Suzuki

Numerical study on transient behaviour of decay-
ing CO2 gas-blast arcs in a nozzle after application 
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087/ SP-14-043/ HV-14-099, 2014.11 （6pp）

K.Murai, T.Nakano, Y.Tanaka, Y.Uesugi, T.Ishijima, 
K.Tomita, K.Suzuki, T.Iijima, T.Shinkai

The LTE thermofluid simulation of Ar/SF6 gas-
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Y. Tanaka, M. Ishida, Y. Utsunomiya, T. Ishijima, 
Y. Uesugi, H. Hagi, W. Mio, K. Uchibori
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Application of modulated RF thermal plasmas to 
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s 48th Annual Microwave Power Symposium 
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K. Kita, N. Kodama, Y. Tanaka, Y. Uesugi, T. Ishijima, 
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Nanopowder using Modulated Induction Thermal 
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T. Ishijima, Y. Fukumura, S. Ooi, K. Furusawa, 
T. Kaga, R. Yamase, K. Takahashi, Y. Tanaka, 
Y. Uesugi
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R. Kamimae, Y. Tanaka, Y. Uesugi, T .Ishijima, 
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Observation of decaying arc behaviors in Ar and 
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（6pp）, （2012.11）
N. Shinsei, M. Ishida, Y. Tanaka, Y. Uesugi, 
T. Ishijima

Ejection Frequency of Spallation Particles from 
Polyamide Materials with Water Absorption Ir-
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Gases, Joint Conf. of IWHV2012 & JK 2012 on 
ED&HVE, ED-12-123, SP-12-049, HV-12-052, 

（6pp）, （2012.11） 
Y. Tanaka, W. Guo, T. Tsuke, N. Kodama, Y. Uesugi, 
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Nanoparticles using Modulated Induction Thermal 
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11th APCPST （Asia Pacific Conf. on Plasma Sci. 
and..） and 25th SPSM （Symp. on Plasma Sci. for 
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M. lshida, N. Shinsei, Y. Tanaka, Y. Uesugi, 
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Prompt Response and Durability of Polymer Abla-
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and 25th SPSM （Symp. on Plasma Sci. for Materi-
als）, p. 453, （2012.10）
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Time Evolution in Radiation Intensities of C2 and 
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SPSM （Symp. on Plasma Sci. for Materials）, p.158, 
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K. Kuraishi, M. Akao, Y. Tanaka, Y. Uesugi, 
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Temperature Behavior in a Tandem Type of Mod-
ulated Induction Thermal Plasma for Materials 
Processings, 11th APCPST （Asia Pacific Conf. on 
Plasma Sci. and Technol.） and 25th SPSM （Symp. 
on Plasma Sci. for Materials）, p. 186, （2012.10）

T. lshijima, Y. Goto, H. Horibe
Novel Resist Removal Process using Microwave-
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Pacific Conf. on Plasma Sci. and Technol.） and 25th 
SPSM （Symp. on Plasma Sci. for Materials）, p. 233, 
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Investigation of Resist Removal using Multibubble 
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EPS Conf. on Plasma Physics 16th Int. Congress on 
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Y. Uesugi, A. Sasaki, Y. Takai, and S. Masuzaki
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C-N Reactive Molecular System, 39th EPS Conf. 
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Temperature Plasma Processes, HTPP2012, Oral 
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入江寛光，丸山裕司，田中康規，上杉喜彦，石島達夫，
幸本徹哉，川浦廣

基板照射時における分子性ガス導入ループ型Ar誘
導熱プラズマトーチからの発光強度分布,電気学会
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プラズマ・パルスパワー・放電合同研究会PST-
14-096, PPT-14-080, ED-14-166, 2014.10（6pp）

北 健太郎，兒玉 直人，田中 康規，上杉 喜彦，石島 
達夫，渡邉 周，中村 圭太郎 

変調誘導熱プラズマにより大量生成したFe-doepd 
TiO2ナノ粒子の光触媒特性，電気学会プラズマ・
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